
 安塚区、大島区、浦川原区で

23日、40キロにも及ぶ雪ホタル

ロードが作られました。車を走

らせてもライトを消してみたく

なるほど美しかったですね。 

 地域の皆さんはかまくらを

作ったり、家の近くの雪山にロ

ウソクを輝かせる場所を作った

りしてあちこちに雪ホタルを輝

かせました。前日の激しい降雪

で中止せざるを得ないのではな

いかという場面もあったようで

すが、当初の計画どおり取り組

まれたのは見事でした。 

 私は浦川原区、安塚区、大島

区の順に回りました。どこでも

訪れたお客さんにはお酒や郷土   

 

料理などを販売していて、とて

も賑やかでした。 

 大島区旭地区では雪の舞台も

つくって踊りや芝居などを楽し

みました。この夜は、どこへ

行っても笑顔でいっぱいでし

た。 

 

 
 

発行・編集 日本共産党上越市議  橋爪法一 

 В 025-548-3628 （有線）4867 

  E-mail  hasiznyg@ruby.ocn.ne.jp         
  URL  http://www.hose1.jp/            

NO 1594 
2013.3.3 

─ ⅜ ∂⌂™ ⁸↓╕∫ 

√ │ ─ ┼ 

  

 

22

⌐

⅜

⌐

⅜

↕
╣
╕

⇔
√

╕
√

24

⌐
│

⌐
╙

⅜

↕
╣

╕
⇔
√

 

 

─

⌐
╟
╡

⅜

⇔
√

─

⌐

╢

╩

≤

⅜

∆
╢
↓
≤
≤
⌂
╡
╕
∆

↕
╣
√
⌂
⅛
≢

⌂
↓
≤
─

≈
│

╩
∑
┌
╘
╢

↓
≤
⌂
ↄ

∆
═
⅝

√
∟
╩

⌐

∆
╢
↓
≤
≢
∆

 

 

─

⌐

∆
═
⅝

⅜
™

╢
≤
⅝

∂

⌐

≥
╙
⅜

™
╢
⅛
≥
℮
⅛
≤
⅛

⅜
№

╢
⅛
≥
℮
⅛
╩

℮
≡
│
⌂
╠
⌂

™

↓
─
↓
≤
│

≢

─

↕
≤
⇔

─

⌐
╟

≡
≤
╡
№
→

╠
╣

⅜
│

⅝
╡
≤

╘

√
↓
≤
≢
∆

 

 

⅜
↓
─
╒
≥
╕

≤
╘
√

─

⌐

╢

≢
╙

⌐
≈
™
≡

│

╠
─

┘

⌐
╟

≡
│

╩

℮
↓
≤
⅜
≢
⅝
⌂
™

≢
№
╢

√
∞
⇔

⌐

⅜

⌂

│

ה

─

⌐
⅛
⅛
╦
╠
∏

╩

℮

↓
≤
≤
∆
╢

≤
⇔
≡
™
╕
∆

 

 

│

⌐

⅜

↕
╣
√

⌂
≥
⌐

╡

─

╩

⇔
≡
⅝
╕
⇔
√

 

 

↓
─
℮
∟

≢
│

─

↕
╪

≤

™

─

↕
╪
─

≤
⇔
≡
─

⌂

≥
⌐
≈
™
≡

╩

⅝
╕
⇔
√

⌂
≥
⅜

↕
╪
─

≢
⅝
╣
™
⌐

↕
╣

≡
™
≡

╘
≡

│

∞
⌂
≤

™
╕
⇔
√

 

 
≢
⅔

╡
─
↓
≤
⅜
№
╡

╕
⇔
√
⌂
╠
┌

⌂
ↄ
↔

ↄ
∞
↕
™

─

│

⌐

⇔
≡
№
╡
╕
∆

 

│ ⁸ │ ⁹ 

≢ 

下船倉にて 



 

 

˘
ᶤ
˘
ᶥ 

 

ǹ
Ț
Ǵ
ȑ

 

  

    

 市公民館主催の「元気の出るふる

さと講座」が22日、開かれました。

会場は柿崎地区公民館、30人近い人

が参加して下さいました。 

 今回のテーマは中山間地域で元気

に暮らすにはどうしたらいいか、で 

 

 

す。私が上越市の中山間地域振興基

本条例の制定の目的やその後の取り

組みについて説明し、ＮＰＯ法人か

みえちご山里ファン倶楽部の渡邉さ

んとＮＰＯ法人よもぎの会の小林さ

んが事例発表しました。 

 私の話で注目されたことの

一つは、中山間地域の森林や

農地が水をためる、災害を防

ぐなどの役割を果たし、それ

をお金に換算すると上越市の

一般会計の2年分、約1900億

円にもなるということです。 

 スライドを使った渡邉さん

の話のなかには、「真水で結ばれる

集落」ということで、冬の日本海で

発生した蒸気、真水が雪になるこ

と、さらに、春になれば大地で「緑

色の爆発」が起きる、こういった説

明がありました。また、「葉は枯れ

落ち重なり巨大な貯水庫になる」と

いうのも出てきました。私が話した

ことについて、より分かりやすく説

明してもらった感じです。 

 渡邉さん、小林さんからは中山間

地域の自然や暮らしの豊かさをしっ

かりつかむことの大切さを語ってい

ただきましたが、とても良かったと

思います。 
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